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＊おことわり： 

web に掲載されるレポート等の内容は、必ずしも日本メタル経済研究所としての見解を示すものではありませ

ん。正確な情報をお届けするよう最大限の努力を行ってはおりますが、レポート等の内容に誤りのある可能性

もあります。レポート等に基づきとられた行動の帰結につき、日本メタル経済研究所及びレポート執筆者は何

らの責めを負いかねます。なお、本資料の図表類等を引用等する場合には、日本メタル経済研究所からの引用

である旨を明示してください。 



Ⅰ. 2024年７-９月第２四半期のショートアプローチの紹介 

 

2022 年７月より皆様と情報を共有している「メタ研ショートアプローチ」の 2024 年７月

～９月の発行分は、下表のとおりＬＭＥ、電線、自動車、レアメタルの９件になりました。 

メタ研の Web 会員サイトに閲覧コーナーを設けておりますので、会員の方はぜひ閲覧く

ださい。今後も引き続きショートアプローチコーナーに掲載した記事の表題はメタ研通信

でお伝えしますのでご確認ください。 

 

 

2024 年７月３日～９月 19 日 

 

No タイトル等 カテゴリー 

92 

銅相場とスクィーズ その 3 

LME 

2027.7.3 

これまでのレポートで行った LME での取引における２つのリスク

（3M の上げ下げ、スプレッドの変動）の解説を前提として、今回

は具体的にスプレッドのリスクがどのように発生しそれがスクイ

ーズに関連するかについて解説する。 

93 

サステイナビリティ情報開示と材料 (1) 

自動車 

2024.7.11 

 現在、サステイナビリティに関する新たな企業情報開示のルー

ル化が進められている。 

特に欧州で 2023 年 5 月に発行された CSRD(Corporate 

Sustainability Reporting Directive/企業サステイナビリティ報

告指令)は自動車メーカーの材料を含む技術の選定に影響する可能

性がある。 

本報では情報開示ルール化の動き（前半）と自動車メーカーの技

術（特に材料）の選択に与える影響について実例を含め解説す

る。 

94 

銅相場とスクィーズ その 4 

LME 

2024.7.25 

これまでの３回のレポートで説明してきた LME でのスクィーズに

ついて、市場での具体的な被害の発生メカニズムと取引所が行った

規制策について解説する。 

目次に戻る 次へ 



95 

伸び続ける世界の高圧・超高圧ケーブル市場 

電線 

2024.8.1 

高圧海底ケーブルに関するこれまでの筆者のレポートで、高圧海底

ケーブル市場に新規参入する XLCC-Limited 等の企業の動きや各種

プロジェクトについて解説してきた。本レポートでは世界を代表す

る電線メーカーである Prysmian社が、本分野に 2027年までに 3000

億円の投資を予定している事やこれまでの事業拡張の流れ等につ

いてレポートする。 

96 

レアアースショックからレアアース管理条例まで 

レアメタル 

2024.8.8 

電動車等に使用されるネオジム・鉄・ボロン系磁石の増加を主な要

因として、希土類の世界生産量はこの１０年で３倍になっている。

本レポートではネオジム磁石を巡るこれまでの開発・生産の歴史、

日中間で発生したレアアースショック、更に今年新たに施行される

レアアース管理条例によって想定される中国と西側諸国との関係

等について考察する。 

97 

EV に替わる代替エネルギー車の可能性 

自動車 

2024.8.22 

東京大学生産技術研究所の岡部先生が主催するレアメタル研究会

は、20 年以上の歴史を誇り、各分野の専門家が参加し、参加者に

よる自由闊達な意見交換（当然、発言には責任も伴う）ができる

貴重な場である。光栄なことに第 111 回の研究会にて、「EV 等の

環境性能評価」について報告する機会をいただいた。質疑の場に

おいて、２つの興味深いトピックがあったので、情報共有も含め

紹介するとともに、これらを踏まえた EV 以外の代替エネルギー車

について考察する。 

98 

銅価格高騰によって銅ケーブルの盗難が急増 

電線 

2024.8.29 

既にニュースでも報じられている通り、銅価格の上昇による電線

盗難が急増している。今回は今後の銅電線の主要需要先の一つで

ある太陽光発電所における盗難の実態、対策としてのアルミケー

ブルによる代替や盗品故買取り締まりなどについて解説する。 

99 

LME のブローカーを始めた頃 1. 

LME 

2024.9.4 

今回は、筆者が LME の業務に携わることになった経緯と、会社入

社後にこの業界における利益の仕組みを実感したエピソードにつ

いて記述する。 



100 

欧州エネルギー島構想(1) －デンマークの「風の島」 

 電線 

2024.9.19 

今回のレポートでは、TenneT TSO B.V.（オランダ）、Energinet. 

dk（デンマーク、以下、「Energinet」）および TenneT TSO GmbH

（ドイツ）の送電系統運用事業者（以下、「TSO」）の 3 社が連携

して、北海の真ん中に人工エネルギー島を建設するという「北海

人工島構想」を含めた「欧州エネルギー島構想」について、その

進捗状況などを紹介する。 

 

  



Ⅱ. 寄稿 

 

金属と著名人  第９話（１）－バナジウムと自動車王フォードその１－ 

                         伊藤忠鉱物資源開発株式会社 五味 篤 

 

バナジウムは鉄鋼に微量(0.03～0.30%)添加すると、飛躍的に強度を増して機械的性質や

耐熱性が向上するため、バナジウム鋼(高張力鋼、工具用鋼、鍛造用鋼)の製造に、世界年産

バナジウム約 10 万トンのうち８割以上が消費される。その他、その酸化物は触媒としても

重要である。バナジウムが元素として最初に発見されたのは、1801 年の化学者アンドレス・

マニュエル・デル・リオ(注-1)による元素分離であったが、バナジウムはウラン鉱床や原油や

石炭のような有機物中にも微量に含有され、むしろ地球上に普遍的に存在する。しかし、現

在利用されているバナジウム資源は非常に偏在していて、南アフリカ、中国、ロシア、ブラ

ジルに分布するチタンを伴う鉄鉱床に含有されている微量のバナジウム(V2O5 2%以下)が主

要原料である。 

 ヘンリー・フォード(注-2)(写真１)は 1896 年に初めて４輪自動車（写真２）の試作に成功

した。その後、「デトロイト自動車会社」を設立して自動車（写真３）を製造したものの、

品質が悪く高価だったために失敗であった。改めて数々の会社設立を経て、1903 年新会社

「フォード・モーター・カンパニー」を結成した。 

ホンダが F1レースに参戦しているように、フォードは自動車を宣伝し、将来の事業への

投資家を確保するため、1901 年から 1913 年まで自動車レースへの参戦に熱心であった。レ

ースカーを製作し自らドライバーとして参加して 1904年ミシガン州の結氷したセントクレ

ア湖の氷上で時速 147km の陸上速度記録を樹立したが、後には専門のドライバーに運転さ

せるようになった。1905 年、フォードは自社の最新の自動車Ｋ型フォードを出場させたフ

ロリダでの自動車レースを観戦していた。そこにフランスから参加していたパナール

(Panhard et Levassor)車の接触事故が発生した。車体はひどく損傷したにも関わらず、そ

の部品が壊れなかったことに気付いたフォードは、主要な部品がバナジウム鋼で作られて

目次に戻る 次へ 前へ 

      

写真１ ヘンリー・フォード  
1919 年撮影 Wikipedia, 
the free encyclopedia “Henry 
 Ford” 
 26 May 2023, at 14:45 (UTC). 

写真２ エジソン照明会社勤務時に製 
作した”Ford Quadricycle” 1896 年 
Wikipedia, the free encyclopedia 

“Henry Ford” 26 May 2023, at 14:45 (UTC). 

 

写真３ デトロイト自動車会社製 
配達トラック 1900 年  

Wikipedia, the free encyclopedia 

“Henry Ford”26 May 2023, at 14:45 

UTC). 



いることを初めて知り、その軽さと強度の高さを実感した。バナジウム鋼の特性は、当時フ

ォードと幹部が読んだ業界誌の記事を通じて、ようやく知られるようになったばかりであ

った。英国とフランスの冶金学者は、金属元素バナジウムを少量（1％未満）通常の炭素鋼

に添加すると、鋼の強度が大幅に向上することをすでに知っていた。熱処理するとこの効果

はさらに高まった。バナジウム鋼は曲げても破断することなく、より簡単にプレス、鍛造す

ることができ、金属疲労に対する耐性もより優れていることが判った。 

フォードの戦略は金属疲労に強い鋼で作られた軽量の自動車を市場に供給することであ

った。これに対して、他の自動車メーカーは、当時の悪路に対処するためにサイズと重量を

重視した。1906 年１月、フォードは「オートモービル」誌の編集者に宛てた手紙の中で、

「今日最も必要とされているのは、十分な馬力の最新のエンジンを搭載し、最高の素材で作

られた軽量で低価格の車である。」と宣言した。「倍の馬力を持ってどこへでも行けるもの、

それはあらゆる意味で自動車であり、最早おもちゃではない。」 

そこで 1906 年から 1907 年にかけてフォードと技術陣は、最初に N 型と S 型フォードで

バナジウム鋼を試用した後、T 型フォード（写真４、図版１、２）のクランクシャフト、鍛

造フロントアクスル、ホイールスピンドルなど重要な部品をバナジウム鋼で製作すること

に決めた。また、バナジウム鋼が極めて優れた材料であることをパンフレットで宣伝した

（写真５）。この結果、T型フォードは軽くて耐久性に優れた自動車となった（写真６）。 

1909 年以前は自動車を運転できる人が殆どいなかったので、T 型フォードは誰でも簡単に

運転操作ができるように設計された。高い地上高と 2.9 リッター4 気筒エンジンを搭載した

T 型フォードは 20 世紀初頭の馬車の轍でひどく凹凸のある未舗装の道路でも充分に走行す

ることができた。機械装置を可能な限り単純に設計すること、点火システム磁石をエンジン

のフライホイールに設置することで蓄電池が不要になり、手回しクランクで確実に始動で

きるようにした。さらに、規格の統一により精密に作られた部品と秒単位の工程管理で継続

的に流れる組立ライン（写真７）を組み合わせて、材料費と人件費の削減を徹底的に行い、

より多くの中産階級がより廉価に自動車を購入できるよう製造コストを徹底的に削減した。 

1908 年に発表された T型フォードは当時としては空前の大ヒットで、最初の半年で 2,500

   

 

 

写真４ フォード自動車会社製 
T 型フォード 1925 年  

https://mymodernmet.com/exploded-ford-

model-t/  

last edited on 2 June 2023, at 10:25 (UTC). 

 

図版１ フォード自動車会社製の 
T 型フォードイラスト 

“VANADIUM STEEL：Some interesting and  

profitable facts that everyone should know 

 about this remarkable product”  

Hagley Museum and Library より転載． 

 

図版２  フォード自動車会社製の T 型 
フォード シャーシー部分イラスト 
“VANADIUM STEEL：Some interesting and 

profitable facts that everyone should know 

about this remarkable product” Hagley Museum 

and Library より転載． 

https://mymodernmet.com/exploded-ford-model-t/
https://mymodernmet.com/exploded-ford-model-t/


台余りが売れ、生産効率が年々向上していった。その結果、小売価格は 1909 年に 950 ドル

(生産台数 13,840)だったものが 1916年 360ドル(生産台数 585,380)にまで下がり、信頼性、

堅牢性、実用性、経済性という一見矛盾した属性を、非常に手頃な価格で実現することがで

きた。最終的に T 型フォードは世界で累計 1,500 万台以上も生産された。 

しかし、フォードにとって初期での根本的な問題は、バナジウム原料をどう安定的に手当

して、誰がバナジウム鋼を製造するのか、というものであった。バナジウム鋼の製造に必要

なバナジウム鉱石は生産が限定的で、結果的にバナジウム鋼は高価だった。また、当時の米

国の鉄鋼メーカーはフォードが必要とする多量のバナジウム鋼を作ることができず、バナ

ジウムを無償で提供しても試作には消極的だった。だが、オハイオ州カントン(Canton)に新

しく 50 トン平炉３基を備えたユナイテッド鉄鋼会社(注-3)が協力してくれることになった。 

英国の製鉄所に勤務していた J・ケント・スミス(注-4)は、バナジウム鋼の開発に携わった

ことがあったため、彼は平炉監督者フレッド・グリフィス(注-5)を支援した。しかし、出荷さ

れたバナジウム鋼に含まれるバナジウム量が低下して

いくという問題が生じた。バナジウムは酸素と結合し、

その酸化物が鋼の上に浮かぶスラグに移動したためだ

と判った。鋼にバナジウムをうまく添加するには、溶融

した鋼中の酸素量を最小限に抑える必要があったが、平

炉の溶融した鋼の酸素量を制御することは困難であっ

た。バナジウム鋼がフォードの仕様を満たせなかったた

め、ユナイテッド鉄鋼会社は多額の損失を被った。スミ

スは問題を解決するためにカントンに呼び戻された。ス

ミスの解決策は、鋼鉄を炉から取鍋に注ぐときに鋼にバ

ナジウムを添加するという単純なもので、３回の試験が

提案された。ユナイテッド鉄鋼社は試験費用の前払いを

要求してきたが、フォードは先ずは費用の半分を負担す

 

写真８ バナジウム鋼関係者集合写真 
1906年ユナイテッド鉄鋼会社オハイオ州カント 
ン工場（左から右へ）F.M.ベケット(F.M.Becket 
:電気化学技師)、J.ケント・スミス(J.Kent  
Smith：バナジウム鋼冶金技師)、M.トンプソン 
(M.Thompson)、J.M.フラネリー(J.M.Flannery： 
アメリカン・バナジウム会社)、J.J.フラネリー 
(J.J.Flannery：アメリカン・バナジウム会社)、 
レンハート(Lenhart)、ヘンリー・フォード 
(Henry Ford：フォード自動車社長）、 
R.A.ルーウィス(R.A.Lewis)、フレードリヒ.J. 
グリフィス(F.J. Griffith：ユナイテッド鉄鋼 
社平炉監督). Henry Ford Collection, 
 P.O.10456/THF65334. 

 

 

         
写真５ バナジウム鋼の強度を宣伝 
するフォード自動車パンフレット 
“VANADIUM STEEL： 
Some interesting and profitable facts 
That everyone should know about this 
Remarkable product”  
Hagley Museum and Libraryより転載． 
 

写真６ バナジウム鋼を使用した 
T 型フォードの強度宣伝写真． 
「板バネと車軸にバナジウム鋼を用いたことに 

より、T型フォード重量の 3倍もの重量に堪え、 

オハイオ州ペインの通りをこの 50名の若者達を 

乗せて１速ギアで 2マイル走行した」と紹介さ 

れている。同左. 

 

写真７ フォード工場の組み立
てライン 1920 年  

https://www.reddit.com/r/a:t5_ 

34non/comments/2qiodz/henry_fords 

_assembly_line_1920/ 

https://www.reddit.com/r/a:t5_


ることに同意した。 

1906 年３月 24 日、工場はスミス提案の方法で試験を開始した。スミスはフォードをはじ

め他の米国の実業家のグループを３月 28 日にカントンに招待し、３回のバナジウム鋼製造

試験を視察させた。結果はフォードの仕様を完全に満たすものだった。参加者はお祝いの葉

巻に火をつけ、その様子を記念写真に収めた（写真８）。（以下次号） 

 

注-1) Andrés Manuel del Río(1764–1849 年) スペイン出身の化学者で、メキシコ鉱山学校で約 50 年間にわたって

鉱物学などを教え、メキシコに帰化した。 

注-2) Henry Ford (1863-1947年)アイルランド移民の子として米国ミシガン州で誕生し、ウェスティングハウス電

気会社(Westinghouse Electric Corporation)に勤務、その後エジソン照明会社(Edison Illuminating 

Company)に勤務した。当時はカール・ベンツ(Karl Friedrich Benz：1844-1929年）がガソリン自動車を発明

してから 10 年程度しか経っておらず、まだ蒸気自動車、電気自動車、ガソリン自動車が混在している状況で

あった。この時すでにガソリン自動車の開発を行っていたフォードは、まだ電気自動車とガソリン自動車のど

ちらが将来有望なのか迷っていた。 1896 年 8 月 11 日、33 歳のフォードは初めて 49 歳のエジソンと話す機会

を得た。エジソンは言った。「Young man, that’s the thing; you have it. Keep at it. Electric cars 

must keep near to power stations. The storage battery is too heavy. Steam cars won’t do, either, 

for they require a boiler and fire. Your car is self-contained—carries its own power plant—no fire, 

no boiler, no smoke and no steam. You have the thing. Keep at it. (きみ、それだよ、やったじゃない

か、がんばって続けなさい。電気自動車は発電所の近くに居なければならない。バッテリーは重すぎる。君の

自動車は何でも揃っているー自前の動力装置を積んでいるー火を使わず、ボイラーもない、煙も蒸気もない。

よくやったね。頑張りなさい。）」サミュエル・インサル (Samuel Insull: 1859-1938)：「サミュエル・インサ

ルの回想録」。 

電気に関して世界一の知識を持つエジソンから今後は電気自動車よりもガソリン自動車が有望であるとの激

励をもらい、本格的にガソリン自動車事業に着手することを決断、1896 年に４輪自動車の試作に成功した。

1899 年エジソン照明会社を辞め、デトロイト自動車会社(Detroit Automobile Company)を創業した。しかし製

作した自動車の品質が悪く高価だったために商業的には失敗で、改めてヘンリー・フォード・カンパニ－を創

業、1902 年フォード＆マルコムソン会社(Ford & Malcomson Ltd.)を経て、1903 年新会社フォード・モーター・

カンパニー(Ford Motor Company)を再結成した。エジソンとはお互いの事業を助け合う仲間として、その後も

長きに渡り交遊を続けた。 

注-3) United Steel Company 

注-4) J. Kent Smith 

注-5)  Frederick J. Griffiths (1878-1951 年) ケント・スミスとともにバナジウム鋼を開発したことでよく知ら

れ、1914 年にユナイテッド鉄鋼会社の技術者を辞任し、セントラル鉄鋼会社の副社長兼監督となり、その後は

社長となった。 
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金属と著名人  第９話（２）－バナジウムと自動車王フォードその２－ 

                         伊藤忠鉱物資源開発株式会社 五味 篤 

 

フォードが大量のバナジウム鋼を確保できた背景には、ペルーの高品位バナジウム鉱床

ミナスラグラ(Minas Ragra)の発見(1905 年)と開発(1907 年)、フラナリー兄弟(注-7)が起業し

たアメリカン・バナジウム会社(注-８)の登場があった。 

米国では 1905 年以前のバナジウム鋼の生産は年間 1,000 トンに満たなかったが、ミナス

ラグラ鉱山の採掘開始により 1916 年には 80 万トン、1919 年には 110 万トンに飛躍的に増

大し、バナジウム鋼は T型フォードの部品をはじめ、パナマ運河の水門などの鉄鋼構築物と

して使用され始めた。価格も 1892 年にバナジウム１ポンド 4,792 ドルだったものが、1920

年頃には１ポンド６ドルないし 6.5 ドルにまでに低下していった。その後ミナスラグラ鉱

山は約半世紀に渡って世界のバナジウム供給源として君臨し続けた。 

ミナスラグラ鉱山が発見されたのは、全くの偶然であっ

た。ここは 1890 年代から石炭に似たアスファルト質物質の

産地として知られていた。アンデス高地にあるコルキヒル

カ(Colquijirca)銀鉱山所有者のエウロヒオ・フェルナンデ

ィーニ(注-9)は、自身のワラウカカ(Huaraucaca)製錬所(写真

９)に供用するコークス原料確保のためにここに鉱区を設

定した。1905 年に彼は製錬所の分析所長のアンテノル・リ

ソ・パトロン(注-10)を伴ってミナスラグラに予察調査に行き、

アスファルト質物質の試料を採取した。帰路に野営した際

に、あまりの寒さに耐えかねて、暖をとるため試料の一部

を燃やしたところ、多量の亜硫酸ガスが発生した。試料に

は硫化鉱物らしきものは含まれていなかったので、リソ・パトロンは不思議に思い、早速試

料を分析したところ、多量のバナジウムと硫黄を含有していることを発見、これをリソ－パ

トロン石(後にパトロン石 Patronite:VS4と改名)と命名した。当時ペルー鉱業技師会分析課

長であったホセ J.ブラボ (注-11)は 1906 年に現地を調査し、技師会誌にミナスラグラ鉱床と

パトロン石について発表した。 

米国人ジョセフ M.フラネリーはいち早くこの記事に着

目し、1906 年に地質技師ドネル・フォスター・ヘウェット

(注-12)らを現地に派遣して調査させた結果、ミナスラグラ鉱

床がバナジウム鉱床として有望であることを確認した。こ

の報告に基づきフラネリーはフェルナンディーニからこ

の鉱区を 2,000 ポンドで買収し、アメリカン・バナジウム・

カンパニーを設立、ペンシルバニア州ブリッジビル

(Bridgeville)にバナジウムを製造する新工場（写真 10）

目次に戻る 前へ 

 
写真９ ワラウカカ製錬所 

製錬所はフェルナンディーニが所有し，コ
ルキヒルカ鉱山産銀鉱やセロデパスコ鉱山
産銅鉱を製錬した．現在はエル・ブロカル社
コルキヒルカ鉱山の選鉱所が建設されてい
る． 
El Peru en el Primer Centenario de su 
Independencia（1921）より転載 

 

 

 

写真 10 ペンシルバニア州ブリッジビ

ルのアメリカン・バナジウム社の工場 
 Chemical Heritage Foundation 所蔵 

 



を建設した。 

インド、ムンバイ出身でベルリン大学を卒業したベラン D. サクラトワラ(注-13)工学博士

は、米国化学者ワーレン F.ブレーカー(注-14)と協力して、アメリカン・バナジウム・カンパ

ニーでミナスラグラ鉱石からバナジウムを還元する工程を開発した。さらに、英国の製鉄所

でバナジウム鋼の試験を行っていた J．ケント・スミスも会社に加わった。スミスは 1906 

年初頭にフォードのデトロイト工場を訪れ、部品材料としてのバナジウム鋼の優秀性につ

いてプレゼンを行った。 プレゼンを受けたフォードは「これはまったく新しい設計要件だ。

結果として、より良い、より軽い車、そしてより廉価な車を入手することができそうだ。」

と興奮して語ったという。 

ミナスラグラ鉱山では早速 1907 年から露天掘によるバナジウム鉱石の採掘が開始された

（写真 11）。当初は地表付近の高品位の酸化鉱石やパトロン石からなる硫化鉱石を採掘した。

酸化鉱石は赤色、褐色、緑色を呈し品位 V2O5 60～70%、パトロン石からなる硫化鉱石は品位

V2O5 40%程度を示した。鉱石はリャマの背（写真 12）と鉄道でリマ郊外のカジャオ(Callao)

港まで輸送され船積みされ、最終的にはブリッジビル工場の貯鉱舎（写真 13）まで約 6,000km

を輸送された（図版３）。 

 

 

   

写真 11 操業中のミナスラグラ露天掘 

 1911 年 10 月 25 日  

Chemical Heritage Foundation 所蔵 

 

写真 12 リャマの背で運搬される 

バナジウム鉱石 
Bulletin of the Pan American Union. Vol.XL 

January-June, 1915., The New York Times, 

Sunday July 14, 1907. 

写真 13 ペンシルベニア州ブリッジビル

のアメリカン・バナジウム社工場に貯鉱さ

れた袋詰めのバナジウム鉱 

 Chemical Heritage Foundation 所蔵 

図版３ ミナスラグラ鉱山からペルー外港のカジャオ港までの交通図 

 



しかし、1908 から 1910 年に米国に直送した高品位鉱石は、1926 年頃には早くも枯渇して

しまった。1929 年に低品位鉱処理のための 250トン/日処理の浮遊選鉱（写真 14）を導入し

たが、十分に機能しなかったため 1930 年にひとまず休山した。1934 年に鉱石を食塩ととも

に焙焼して硫酸で抽出する湿式工程が開発され、主に低品位鉱石を対象にしたが、結局は鉱

量を掘り尽くし 1955 年にはすべての操業を終了した。1907 年から 1955 年の操業期間中に

採掘処理されて回収されたバナジウム金属量は約 36,000トンと推定され、最終的な露天掘

は延長 260m、幅 120m、深さ 65m に達した(写真 15)。 

 1909 年にフラネリーの妹が癌を患っていることが判明、彼は欧州の放射線医療専門家か

らラジウムによって治癒できる可能性のあることを聞いた。しかし当時はラジウム生産が

僅かで欧州からの持ち出しが禁止されていたために、フラネリーは米国で国産ラジウムを

生産する研究を開始することにした。すべてのバナジ

ウムの権益を売却して、1911 年にピッツバーグで、米

国コロラド州パラドックス・バレー(Paradox Valley)

地区などのカルノー石(Carnotite: K2(UO2)2(VO4)2・

3H2O)からラジウムを抽出するために、スタンダード・

ケミカル・カンパニー(注-15)を資本金 150 万ドルで設立

した。1913年にようやくラジウム、ウラン、バナジウ

ムを抽出することに成功したが、残念なことに妹は既

に他界していた。 

工場ではバリウムとラジウムの混合塩化物が生産

され、ピッツバーグ市オークランド  (Oakland)区の

バナジウム・ビルディング（元アメリカン・バナジウ

ム・カンパニー本社）最上階の研究所に運搬されてラ

ジウムに精製された（写真 16、17）。1939 年にアルバ

ート・アインシュタイン(注-16)博士署名の書簡によりフ

ランクリン・ルーズベルト(注-17)大統領はウラン核連鎖

     

  真 14 ペルー、プンルン湖畔フマシャのアメリ

カン・バナジウム選鉱鉱場跡 

 五味(2012)より転載、2011 年 9 月 9 日撮影 

 

写真 15 ミナスラグラ鉱山露天掘跡 
五味(2012)より転載、2011 年 9 月 9日撮影 

 

 
写真 16 スタンダード・ケミカル社におけ

るラジウム分離作業  
ピッツバーグ市オークランド区のバナジウム・ビ

ルディング最上階 Lubenau(2011)より転載 

 

 

 
写真 17 バナジウム・ビル入口に 

施されたステンドグラス 
スカンジナビア神話の愛と美と豊穣の女神バナジ

ズが描かれている。彼女が泣くとき、その涙は固

い地面に落ちると金になったとされる。このステ

ンドグラスは、かつてオークランド市のアメリカ

ン・バナジウム・カンパニー本社であったバナジ

ウム・ビルディングを飾っていた。1912 年にル

ディ・ブラザーズ・スタジオ（Rudy Brothers 

Company：創業 1894 年)によって制作された。

Heinz History Center 所蔵 

 



反応を応用した原子爆弾製造の可能性を認識、1940 年に英国が原子爆弾開発の実現性に言

及するに及んで、1942年にマンハッタン計画の実行を指示した。アメリカン・バナジウム・

カンパニーに起源をもつスタンダード・ケミカル、さらにこれを受け継いだビトロ・ケミカ

ル(注-18)は、米国コロラド州産鉱石からのバナジウムやラジウムの抽出技術を所有していた

ので、マンハッタン計画に加わって、コロラド州の鉱山産やコンゴ産ウラン鉱石からのウラ

ンの抽出を担当することとなった。こうしてバナジウムの抽出技術はウランの抽出技術に

転用されていった。フォードの自動車用部品に使用されたバナジウム鋼は民生目的であっ

たが、バナジウムと共存したウランの抽出は完全に軍事目的であった。コロラド州などから

は第二次世界大戦中、マンハッタン計画で最初の原子爆弾に必要なウランを提供したのみ

ならず、戦後の冷戦期においても核兵器保有のためのウランの供給を担っていったのであ

った。 

 

注-7） Joseph M. Flannery（1867-1920 年), James J. Flannery (1855-1920 年) 米国ペンシルバニア州ピッツバ

ーグ出身。ペンシルバニア州ブリッジビル(Bridgeville)にあった可塑性ステイボルト製作のフラネリー・ボル

ト・カンパニー(Flannery Bolt Company)の創業者で、当時の鉄道建設ブームにより、ボイラー向需要で盛業し

ていた。 

注-8)   American Vanadium Company 

注-9)  Eulogio E. Fernandini de la Quintana（1860-1947 年) 

注-10) Antenor Rizo Patrón Lequérica（1867-1948 年） 

注-11)  José J. Bravo (1874-1928 年) 

注-12) Donnel Foster Hewett(1881-1971 年) 

注-13) Behram Dorabji Saklatwalla (1881-1944 年) ボンベイ、ベルリン、ロンドンで冶金学を履修、1908 年に渡 

米、アメリカン・バナジウム会社の幹部となり、後にペンシルバニア州ピッツバーグに合金開発会社を共同 

設立した。 

注-14)  Warren F. Bleeker 

注-15)  Standard Chemical Company 

注-16） Albert Einstein（1879-1955 年) ドイツ出身の理論物理学者で、ニュートン力学などを基礎とした物理学 

を根本的に再構成して、特殊相対性理論や一般相対性理論を提唱した。 

注-17)  Franklin Delano Roosevelt (1882-1945年) 世界恐慌および第二次世界大戦当時の大統領で、アメリカ経済 

を世界恐慌から回復させたと評価され、日本・ドイツ・イタリアの枢軸国勢力を敵視しマンハッタン計画を 

主導した。 

注-18)  Vitro Chemical Company 1929 年にペンシルバニア州ブリッジビル近傍のカノンスブルグ(Canonsburg)工場 

で硝子や陶磁器着色用にウランの生産を開始したが、やがてマンハッタン計画に協力することとなった。戦 

後も原子力委員会へのウランの供給を継続した。 
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